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 教員採用候補者選考試験 Ｑ＆Ａ 

 

【 お 問 い 合 わ せ 先 】     

相模原市教育委員会 教職員人事課 

電話：０４２－７６９－８２７９ 

 

質問事項 回 答 

◆受験申込について 

Ｑ１ 実施要項は、どこで入手できますか。 

Ａ１ 市ホームページでダウンロードできる他、市立図書館、相模大野図書館、橋本図書館、各ま

ちづくりセンター、各行政資料コーナー等で配架しています。遠方にお住いの場合は、ご自身の

「郵便番号、住所、氏名」を記載した返信用封筒（角型２号）を同封（２１０円分の切手を貼付）

し、お問い合わせ先（相模原市教育委員会 教職員人事課）に、郵送により請求できます。 

Ｑ２ 通信制の大学を卒業した場合、申込書の学歴欄には、どのように記入すればよいですか。 

Ａ２ 通信制で卒業した場合、学位を取得していれば学歴欄に記載してください。 

※聴講生、単位取得を目的として通った大学については、最終学歴とはなりませんので注意して

ください。 

Ｑ３ 特別選考（大学推薦）での受験を検討しています。申込手続きはどのように進めればよいで

すか。 

Ｑ３ 電子申請での申込は受け付けておらず、大学等を通じての申し込みとなりますので、詳しく

はご自身の大学へ確認してください。 

 

Ｑ４ 申請後に内容を訂正、又は取り下げをしたい場合どうすればいいですか。 

Ａ４ 電子申請で申込まれた方は、申込受付期間内であれば電子申請で内容の修正、取り下げを行

うことができます。上手くできない場合はお問い合わせ先までご連絡ください。 

 郵送で申込まれた方は、A4の用紙（様式、枚数は問いません）に、取り下げ又は修正したい項

目・内容について、正確に記載いただき、お問い合わせ先まで郵送してください。（書留又は簡易書

留によらない郵便事故については、一切考慮いたしません。） 

Ｑ５ 小学校及び中学校の教諭普通免許状は所有していませんが、特別支援学校教諭免許状を所有

しています。小学校全科（特別支援）又は中学校特別支援に申し込みすることはできますか。 

 

Ａ５ 受験区分の教諭普通免許状を所有していることが受験資格となります。特別支援学校教諭免

許状のみ所有している場合は受験資格を満たすことができず、申し込むことはできません。 

 

◆特別選考資格要件について 

Ｑ６ 特別選考①教職経験者イの非常勤講師について、勤務時間数での制限はありますか。 

 

Ａ６ 非常勤講師としての勤務経験については、１週間あたりの勤務時間数等による制限はありませ

ん。なお、実際に勤務（任用）された期間で算定を行います。非常勤講師登録されている期間とは異

なりますので注意してください。 
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Ｑ７ 特別選考⑨「大学 3 年生等早期チャレンジ‼」の受験を考えています。この特別選考区分でも

加点制度は利用できますか。 

Ａ１０ 加点制度は利用できますが、教員免許状の取得見込みで加点を申請した場合、加点申請した

教員免許状が令和８年３月３１日までに取得できない場合は、第一次試験の「一般教養・教職専門試

験」の合格取り消しとなる場合がありますので、取得が十分に見込める免許状で申請をしてください。 

◆加点について 

Ｑ８ 小中学校の免許状の併有に加え、加点対象となる資格もいくつか所有しているが、加点の上

限は何点ですか。 

Ａ８ 加点の上限は「１０点」までです（小学校全科（英語コース）受験の方は「２０点」）。従っ

て複数の要件を満たす場合であっても、加点の合算は行わず１つの要件による加点のみとなりま

す。 

Ｑ９ 小中免許状を取得見込みとして加点を申請し、名簿登載後、事情により加点申請した免許が

とれなかった場合、どうなりますか。 

Ａ９ 取得見込みとして加点を受けた方が、令和７年３月３１日までにどちらか１つでも免許を取

得できなかった場合は、採用候補者名簿から削除される場合があります。 

◆第１次試験について 

Ｑ１０ 第１次試験は何時頃終了しますか。 

Ａ１０ 終了時間は、１２時半頃を予定していますが、荒天や公共交通機関の遅れ等から試験開始

時間が遅れることもあります。公共交通機関等の予約をされる場合、ご注意ください。 

Ｑ１１ スマートフォンや携帯電話を時計として使用することはできますか。 

Ａ１１ スマートフォンや携帯電話、タブレット、音楽再生機器等を時計として使用することはで

きません。時刻表示を主な機能とする時計をご用意ください。また、時計であっても、スマートウ

ォッチ等、インターネットや電子辞書、電卓等の機能があるものは、使用できません。（通常の腕時

計をお持ちください。） 

※第２次試験も同様です。 

Ｑ１２ 過去の試験問題を見ることはできますか。 

Ａ１２ 相模原市役所１階の行政資料コーナーで過去５年分の第１次試験問題を閲覧することが可

能です。また有料となりますが、コピーをとることもできます。 

 

◆第２次試験について 

Ｑ１３ 第２次試験の日程を教えてもらえますか。 

Ａ１３ ８月１０日（土）～８月１６日（金）の指定した１日で、「模擬授業」、「個人面接」及び受

験区分によっては「実技試験」を実施致します。 

Ｑ１４ 模擬授業の指導案は、模擬授業をする７分間分だけ準備すれば良いですか。 

Ａ１４ 指導案は、７分間分だけでなく、１単位時間(４５分又は５０分)の内容を記載してくださ

い。様式については、第１次選考試験合格者に対して提示致します。 

 

Ｑ１５ 模擬授業の7分間は、自分で計測するのですか。 

Ａ１５ 模擬授業の7分間は、面接員が計測しています。面接員が終了を合図するまで、模擬授業

を続けてください。 
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Ｑ１６ 模擬授業はどのように行われますか。 

Ａ１６ 第２次試験において、個人面接と併せて実施します。模擬授業を実施した後、個人面接と

なります（実技試験のある受験区分の方は、模擬授業・個人面接の前後で実技試験を実施）。 

Ｑ１７ 第２次試験の評価基準を教えてください。 

Ａ１７ 令和５年度の「評価の観点」は相模原市ＨＰにて公表しておりますので下記よりご確認下

さい。 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026815/shokuin_annai/school/1005283.html 

Ｑ１８ 模擬授業において、児童・生徒役にプリント等を配布しても良いですか。 

Ａ１８ 児童・生徒役にプリント等の配布は可能ですが、片付けの際に必ず回収してください。な

お、面接員には提出いただく『指導案』以外は配布することはできません。 

 模擬授業で児童・生徒役を行う際に、配付されたプリント類に記名欄があっても、児童・生徒役

は記名しないでください。 

◆その他 

Ｑ１９ 現在住んでいる地域によって、合否へ影響はありますか。 

Ａ１９ 住んでいる地域が合否へ影響することはありません。毎年、遠方にお住まいの方に受験い

ただいており、採用され本市で能力を発揮されている先輩教員が多くおります。 

Ｑ２０ 合格した場合、転居を考えていますが、どこに住めばいいのかわかりません。 

Ａ２０ １月末までに住所等変更届の提出があれば、その住所を考慮したうえで配属先を決定して

いきます。そのため特に２月以降の転居については、速やかに教職員人事課まで連絡をお願いしま

す。 

Ｑ２１ 配属先はいつ頃、どのように決まりますか。 

Ａ２１ 現職教職員の構成(年齢、性別、勤続年数等)の均衡を保持しつつ、適正な人事配置を進め

て、３月上旬にお知らせします。 

Ｑ２２ 小学校全科（英語コース）は、採用後どのような業務に就くことになるのでしょうか。 

また専科としての勤務はありますか。 

Ａ２２ 採用後は、学級担任等を担当していただき、児童の指導に当たっていただきます。また、

将来的には、本市英語教育の中心的役割を担っていただく予定です。今後のキャリアの中で英語専

科の担当として勤務していただく場合もありますが、必ず専科担当となるわけではありません。 

Ｑ２３ 給与（初任給）・賞与について教えてください。 

Ａ２３ 新規卒業（修了）者の初任給は、概算で次のとおりです。【令和５年４月１日 現在】 

なお、採用前に職歴などがある人は、その内容に応じて算定を行い加算されます。 

区 分 修士課程修了 大学卒 短大卒 

初任給 282,552円 259,321円 233,745円 

上記の額には、給料・教職調整額・地域手当・義務教育等教員特別手当を含みます。その他、各

個人の状況に応じて、通勤手当・扶養手当・住居手当なども支給されます。また、賞与は「期末手

当」及び「勤勉手当」が年２回（６月、１２月）支給されます。 

 


